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      ソフトハード設備の研究開発のほか、関連知識の交流と充実もまた非常に重要である。南科管理局は2006年8月10

日に国家バイオテクノロジー医療産業策進会(生策会)と共同で「バイオテクノロジー産業の発展－台湾南部活性化シリー

ズシンポジウム」を開催し、「バイオテクノロジー医療産業商業モデルサミットフォーラム－世界市場への販路拡大」をテーマ

に、バイオテクノロジー企業がより深

く市場を分析し、研究開発等の課

題に取り組めるよう、産業関連技術

者の交流を行った。                   。

      同様の活動として、10月17日、

18日、渓頭立徳ホテルにおいて南

科世界市場供給チェーンと運営管

理研究会を開催し、台積電、奇美、

聯電、中強光電、瀚宇彩晶、能元、

漢民、聯宗、盟立等企業の代表、

及び南科管理局、南科税関支局

長官、園区組合事務等数十人が

参加した。                             。

      研究開発能力の向上は即、自主開発能力の向上を意味し、最終的には科学技術産業の国外依存から自国生産へ

の移行を促すものである。そして、当面の課題はそのスピードにある。                                                                 。

　    2006年4月7日、台湾産業科学技術推進協会が国科会、経済部、経建部等の指導の下、南科管理局、高苑科技大

学、凱達格蘭学校と共に、「科学技術産業―南部フォーラム」を共同開催し、『台湾南部における科学技術産業の国産化』

との重要な課題について検討会を行った。                                                                                                 。

　    フォーラムは国科会の謝清志前副委員長、台湾科学技術推進協会の黄得瑞前理事長、及び高苑科技大学創立者

の余玲雅女史が共同司会を務め、また、考試院の姚嘉文院長、行政院の何美?政務委員、国科会副委員長の紀国鐘博

士、本局前局長の戴謙博士(現国科会副委員長)等の識者を招き、台湾南部の科学技術産業の現状と将来について講演

会を行った。                                                                                                                                      。

　    更に、その一ヶ月前の3月13日、南科管理局主催、中華民国南部科学園区産業学術協会及び台湾オプトエレクトロ

ニクス、半導体設備産業協会の共催により、「FPD設備国産化製造検討会」が開かれ、FPD設備の国産化製造課題につい

て交流、検討が行われた。                                                                                                                     。
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研究開発の革新・ハードソフトの兼備

     研究開発は産業の持続的発展の源泉

であり、2006年、南科は研究開発の面でも確

実な発展を見せた。先ず、最も注目を集めた

のは11月16日に行われた聯電科研究開発

ビルの棟上式典である。棟上は主な構造工

事の完成を意味し、聯電の南科における発

展の重要な一里塚となったと同時に、「研究

開発」が南科において確実に進められること

を示すものである。                    。

　   また、11月にも研究開発に対する高雄

園区の強い決心が示された。11月6日、「産

学創新センター委託運営」を落札した財団

法人成功大学研究発展基金会が高雄園区

に正式に進駐し、地域の科学技術産業交流

センターの設立計画、及び各産業、官、学術

の資源統合と人材育成計画を推進していく

ことになった。14日には南科管理局の高雄園

区事務所が産学創新センター、工研院デジ

タル家庭・デジタルテレビ検証実験室、FTT

x+PLCブロードバンドサービス模範計画と共

に開幕式典を行った。                 。

　   台湾における産業分布を見ると、電気

通信産業は半導体及びフラットディスプレイ

産業に続く花形産業であり、高雄園区におい

ては工研院と通信技術センターを二つの軸

に、更に産学創新センターを後ろ盾として、完

全な電気通信園区の建設に力を入れていく

計画である。                         。

バイオテクノロジー産業の発展・世界市場への販路拡大

科学技術産業の国産化

人材育成の全般的構想

海外に住む台湾華僑人材の帰国促進

      「渡り鳥計画」は海外の優秀な人材の招致を促進

し、華僑2代目の若い学生の帰国を促進する政策であ

り、国科会が主催し、優秀な台湾華僑学生を台湾に招

いて、6週間の夏期訪問実習セミナーが行われた。  。

   　「渡り鳥計画」に参加した学生達（余新緯Victor、

謝明珠Yuki、劉翊靖Jummy、王以恬Ellen、王倩菁

Jordana)がセミナー終了後、感動的な感想を残してい

るのでここに摘要を紹介する。                   。

      今回、渡り鳥計画に参加し、私たちは皆この台湾という島に深い印象を受け、深く心を引かれた。そして、こ

こを去る時、言葉にならない寂しさと悲しみを感じた。6週間という期間は長くもあり、短くもあったが、私たちが

ここに深い感情を感じるのにぴったりの時間だったように思う。私たちにとって、この台南で過ごした日々は一生の

思い出であり、決して忘れる事はないだろう。                                                             。

南部科学工業園区年間報告書2006

聯電｢南科研究開発ビル｣棟上げ式典記念撮影(11月16日)

高雄園区産学創新センター合同オープン式典(11月14日)

2006南科グローバルサプライチェーンと画策管理シンポジウム、講師と全学生記念撮影(10月17、18日)

?業科学技術－南方フォーラム現場参加現況(4月7日)

渡り鳥計画－我々は南科管理局のビジネスパートナー(7-8月)


